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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

10
月
５
日
に
第
３
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
会
計
予
算
補
正
、
②

上
部
団
体
等
懇
親
交
流
経
費
の
負

担
基
準
、
③
東
京
清
掃
賃
金
確
定

闘
争
激
励
の
取
組
み
、
④
後
期
活

動
計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

■
会
計
予
算
補
正

　

上
部
団
体
の
会
議
や
学
習
会
参

加
に
係
る
費
用
の
支
出
用
科
目「
参

加
費
」
が
予
算
不
足
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
上
部
団
体
の
学
習

会
へ
の
参
加
機
会
が
従
来
よ
り
大

幅
に
増
え
た
た
め
で
す
。
予
備
費

を
取
り
崩
し
て
参
加
費
を
増
強
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
上
部
団
体
等
親
睦

　

交
流
会
の
経
費
負
担

　

都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
（
都

庁
退
）
が
毎
年
開
催
す
る
親
睦
交

流
会
（
日
帰
り
旅
行
）
は
、
役
員

の
交
流
的
性
格
の
行
事
で
す
。
参

加
者
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
財
政
的
に
負

担
が
大
き
い
の
で
、
他
単
会
の
例

を
踏
ま
え
次
の
よ
う
に
見
直
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

①
会
費
の
助
成
は
２
千
円
と
す
る
。

②
旅
費
は
支
給
し
な
い
。

　

な
お
、
そ
の
他
懇
親
交
流
行
事

の
助
成
は
、
義
務
的
参
加
を
求
め

ら
れ
る
も
の
を
除
き
、
領
収
書
が

発
行
さ
れ
る
行
事
に
限
定
し
ま
す
。

■
東
京
清
掃
確
定
闘
争

行
事
を
別
記
の
よ
う
に
確
認
し
ま

し
た
。
開
催
日
等
が
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
是
非
参
加
く

だ
さ
い
。

2012年度後期活動計画
主な行事 主な会議

11 月 親睦旅行
（11 月 6 日～ 8 日）

第４回幹事会
（11 月 22 日）
第２回企画部会

（11 月 22 日）

１月 新春の集い
（１月19日か26日）

２月 落語鑑賞会
（２月中・下旬） 第５回幹事会

3 月 お花見ウォーク
（３月末か４月初め） 第６回幹事会

4 月 第６回定期総会
＊上記以外にも三役会、部会は必要に応じて開催。

　

賃
金
確
定
闘
争
は
今

年
も
10
月
〜
11
月
に
か

け
て
闘
わ
れ
ま
す
。

　

退
職
者
会
は
「
現
・

退
」
一
致
の
立
場
か
ら
、

今
年
も
東
京
清
掃
の
賃

金
確
定
闘
争
を
応
援
す

る
た
め
、
第
１
波
と
第

３
波
の
総
決
起
集
会
に

参
加
し
、
激
励
す
る
こ

と
に
し
ま
す
。

■
後
期
活
動
計
画

　

今
年
度
も
半
分
過
ぎ

ま
し
た
。
来
年
４
月
の

定
期
総
会
ま
で
の
主
な

第３回
幹事会

今
年
度
後
期
活
動
計
画
、

会
計
予
算
補
正
、
上
部
団

体
親
睦
交
流
会
経
費
の
取

扱
い
等
を
決
定

看護職員離職防止・労働
条件改善要求署名のご協
力ありがとうございました

　自治体退職者会の指示により
６月に行った「看護職員離職防
止・労働条件改善要求署名」は、
37 名 41 枚 177 筆の協力をいた
だきました。会員の協力率は都
本部内でもトップ級です。感謝
申し上げます。

北の丸公園の大イチョウ
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10
月
10
日
、
特
別
区
人
事
委
員
会

は
、月
例
給
△
783
円
（
△
０
．
19
％
）、

一
時
金
は
改
定
な
し
（
年
間
３
・
95

月
）
を
勧
告
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、
①
現

業
賃
金
の
水
準
確
保
、
②
国
の
給
与

臨
時
削
減
の
地
方
適
用
阻
止
、
③
国

の
退
職
手
当
削
減
の
影
響
排
除
、
④

高
齢
期
雇
用
（
無
年
金
期
間
の
対
応
）

な
ど
が
課
題
で
す
。

　

東
京
清
掃
の
賃
金
確
定
闘
争
第
一

波
総
決
起
集
会
が
10
月
12
日
、
連
合

会
館
（
旧
総
評
会
館
）
で
開
催
さ
れ
、

庄
司
事
務
局
長
と
戸
枝
会
計
が
参
加

し
、
激
励
し
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
の
組
合
員
は
か
つ
て

１
万
５
千
人
で
し
た
が
、
現
在
は

４
千
人
、
再
任
用
組
合
員
が
５
百

各特別区の平成20〜 24年採用状況
採用区 H20 H21 H22 H23 H24 合計
千代田 1 1 1 2 5
新　宿 5 4 9
文　京 3 3
江　東 5 5
品　川 6 6
目　黒 2 2
世田谷 6 3 9
板　橋 10 10
葛　飾 5 4 9
合　計 16 11 11 12 8 58

清掃事業の委託状況
全部委託 一部委託 直　営

可燃ごみ収集 １４区 ９区
不燃ごみ収集 ３区 １１区 ９区
粗大ごみ収集 ２１区 ２区
資源回収 ２３区

　

雇
上
は
請
負
契
約
で
す
か
ら
、

労
働
者
に
直
接
作
業
指
示
を
行
え

ば
違
法
（
偽
装
請
負
）
で
す
が
、

秋期学習
交 流 会

　10 月５日、東京清掃の今を把握し、
東京清掃の応援団としての退職者会に
できることはないか考える場として、

「東京清掃の当面する課
題」のテーマで秋期学
習交流会を開催しまし
た。講師は東京清掃染
書記長、20 名が参加し
ました。終了後は恒例
のお楽しみ懇親会。 東京清掃・染書記長

東
京
清
掃
賃
金
確
定

第
１
波
決
起
集
会

10/　12

集会で激励する
庄司事務局長

現
実
は
偽
装
請
負
で
あ
り
、
労
働

者
は
低
賃
金
の
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
と
い
う
最
悪
の
構
造
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
委
託
化
が
ど
ん
ど
ん

進
行
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
清
掃
の
課
題
は
、
偽
装
請

負
で
あ
る
車
付
雇
上
を
断
ち
、
各

区
で
新
規
採
用
を
実
施
さ
せ
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

問
題
点
を
当
局
側
に
指
摘
し
、

取
組
み
を
強
め
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
悩
み
を
抱
え

な
が
ら
と
い
う
印
象
で
し
た
。

　

現
役
世
代
の
闘
い
が
実
り
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
切
に
願
う
と

こ
ろ
で
す
。

学習会の後は
楽しく懇親会

人
で
す
。
組
合
員
減
少
の
大
き

な
原
因
は
、
総
務
省
指
導
に
よ

る
退
職
不
補
充
を
大
多
数
の
区

が
採
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
各

区
の
最
近
の
新
規
採
用
状
況
で

実
態
が
わ
か
り
ま
す
。

　

人
員
抑
制
の
手
段
と
し
て

「
車
付
雇
上
」
が
悪
用
さ
れ
て

い
ま
す
。「
車
付
雇
上
」
と
は
、

作
業
員
付
き
の
雇
上
車
で
、
機

動
班
等
の
臨
時
車
に
使
わ
れ
て

き
た
形
態
で
す
。
そ
れ
が
本
体

作
業
に
食
い
込
ん
で
お
り
、
雇

上
契
約
の
15
％
が
車
付
で
す
。
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(1)
被
用
者
年
金
一
元
化
が
国
会
で
成

立
し
た
が
、
一
元
化
後
の
厚
生
年
金

事
業
も
、
効
率
的
な
事
務
処
理
を
行

う
た
め
、
共
済
組
合
等
を
活
用
す
る
。

(2)
恩
給
期
間
の
給
付
は
負
担
に
見
合

う
水
準
に
減
額
す
る
が
、
①
10
％
を

減
額
上
限
、
②
230
万
円
以
下
の
給
付

は
減
額
な
し
の
配
慮
措
置
を
講
じ
る
。

(3)
共
済
年
金
の
職
域
部
分
を
廃
止

し
、
新
た
な
公
務
員
年
金
を
設
け
る
。

新
制
度
は
、
有
識
者
会
議
の
報
告
を

踏
ま
え
、
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

(4)
今
後
の
社
会
保
障
制
度
は
、
機
能

充
実
と
給
付
の
重
点
化
・
制
度
運
営

効
率
化
を
同
時
に
行
い
、
負
担
の
増

大
を
抑
制
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
制

度
の
実
現
を
基
本
と
し
、
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
の
設
置
等
に
よ

り
、
総
合
的
、
集
中
的
に
推
進
す
る
。

(5)
被
用
者
年
金
一
元
化
法
に
よ
り
公

務
員
も
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
、
地
方
自
治
体
勤
務
の
常
勤

職
員
も
非
常
勤
職
員
も
、
厚
生
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(6)
厚
生
年
金
へ
の
加
入
要
件
で
あ
る

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
週
30
時

間
以
上
か
ら
週
20
時
間
以
上
に
緩
和

す
る
な
ど
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る

厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
を
行
っ
た
。

(7)
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、
将
来

の
現
役
世
代
の
過
重
な
負
担
を
回
避

す
る
観
点
か
ら
、
マ
ク
ロ
で
み
た
給

付
と
負
担
の
変
動
に
応
じ
て
負
担
の

範
囲
内
で
給
付
水
準
を
自
動
的
に
調

整
す
る
仕
組
み
だ
が
、
現
在
の
年
金

額
は
、
本
来
よ
り
2.5
％
高
い
水
準
で

支
給
さ
れ
て
お
り
、
特
例
水
準
の
解

消
を
前
提
と
す
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
世
代

間
公
平
の
観
点
か
ら
、
特
例
水
準
の

年
金
額
を
計
画
的
に
引
き
下
げ
、
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
デ
フ
レ
経
済

下
の
適
用
の
適
否
を
検
討
す
る
。

(8)
国
連
の
責
任
投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
共
済
組
合
の
社

会
的
責
任
投
資
等
活
用
を
進
め
る
。

　
国
家
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の
接

続
は
、「
定
年
退
職
職
員
が
フ
ル
タ

イ
ム
再
任
用
を
希
望
す
る
場
合
、
常

勤
官
職
に
採
用
す
る
」
基
本
方
針
を

決
定
し
た
。

　
地
方
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の
接

続
に
つ
い
て
、「
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
実
施
済
企
業
の
82
・
６
％
が

継
続
雇
用
制
度
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
現
状
や
、
国
家
公
務
員
の
基
本
方

針
等
を
踏
ま
え
、
定
年
退
職
職
員
が

再
任
用
を
希
望
す
る
場
合
、
再
任
用

職
員
と
し
て
採
用
す
る
」
こ
と
を
地

方
自
治
体
関
係
者
に
示
し
た
。

(1)
介
護
基
盤
は
、
平
成
21
～
23
年
度

の
３
年
間
で
合
計
16
万
床
分
を
目
標

に
整
備
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
24
年

度
開
始
の
第
５
期
事
業
計
画
に
基
づ

く
新
施
設
整
備
を
考
慮
し
、
引
き
続

き
、
整
備
を
行
う
。

(2)
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
介
護
基
盤
の
災
害
復
旧
は
、
平

成
25
年
度
予
算
で
も
要
求
す
る
。

　
市
町
村
の
徴
収
効
率
化
と
、
公
的

年
金
受
給
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
を
導
入
し
た
。
対
象
は
、
65

歳
以
上
の
２
割
強
。
夫
の
年
金
収
入

が
200
万
円
程
度
の
標
準
的
世
帯
は
基

本
的
に
税
負
担
は
生
じ
な
い
。

　

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、「
革

新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
の

結
論
を
踏
ま
え
、
関
係
自
治
体
等
と

責
任
あ
る
議
論
を
行
い
、
国
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
検
証
・
見
直
し
を

行
う
。
ご
要
請
の
点
も
含
め
、
政
府

部
内
で
情
報
の
共
有
を
図
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
を
法

令
で
限
定
し
、
十
分
な
個
人
情
報
保

護
措
置
を
講
じ
る
。

　

地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会
（
地
公
退
）
は
、
定
期
総
会
で
決
定
し

た
「
統
一
要
求
」
を
、
９
月
11
日
に
政
府
（
総
務
省
）
へ
提
出
し
ま
し

た
。
例
年
、
回
答
は
年
明
け
で
し
た
が
、
今
年
は
総
選
挙
を
考
慮
し
た

の
か
ど
う
か
、
９
月
25
日
に
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
・
介
護
・
雇
用
・
税
制
・
脱
原
発
等

 

年　

金

地
方
公
務
員
の

雇
用
と
年
金

介
護
基
盤
整
備

 

税　

制

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

原
子
力
発
電
見
直
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
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東
京
清
掃
の
第
81
回

定
期
大
会
が
、
９
月
30

日
に
ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田

橋
フ
ァ
ー
ス
ト
で
開
催

さ
れ
、
来
賓
と
し
て
北

條
会
長
、
庄
司
事
務
局

長
、
取
材
で
戸
枝
会
計

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
田
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
脱
原
発
運

動
の
強
化
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
阻
止
、
年
金
支

給
年
齢
引
上
げ
に
伴
う

高
齢
期
雇
用
の
確
保
、

車
付
雇
上
等
委
託
化
の

阻
止
と
新
規
採
用
の
獲

得
、
清
掃
事
業
の
統
一

交
渉
確
保
な
ど
、
東
京

清
掃
の
課
題

を
列
挙
し
、

闘
い
へ
の
結

集
を
訴
え
ま

し
た
。

　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
10
・
13
さ
よ
う
な

ら
原
発
集
会
in
日
比
谷
」
が
開
催
さ
れ
、
退
職

者
会
も
４
名
自
主
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
３
．
11
が
ま
る
で
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
再
稼
働
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
」

と
、
事
故
の
風
化
と
原
発
推
進
派
の
巻
き
返
し

の
動
き
に
強
い
危
惧
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
Ｊ
Ａ
（
農
協
）
が
定
期
大
会
で
脱
原

発
の
運
動
方
針
を
採
択
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

る
等
、
脱
原
発
運
動
の
裾
野
が
一
層
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
退
職
者
会
も

あ
き
ら
め
ず
に
、
脱
原
発
の
運
動
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10.13さようなら
原発 in日比谷

農
協
も
脱
原
発
方
針
決
定

　

10
月
28
日
、亀
戸
中
央
公
園
で
「
ゆ

る
す
な
再
稼
働 

な
く
そ
う
原
発
！ 

止
め
よ
う
雇
用
破
壊
！ 

つ
く
ろ
う
戦

争
と
貧
困
の
な
い
社

会
を
！
」
を
テ
ー
マ
に

「
団
結
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
の
降
る

あ
い
に
く
の
天
候
の

中
、
昨
年
よ
り
規
模
は

縮
小
し
た
も
の
の
、
各

団
体
の
ブ
ー
ス
の
販

売
も
好
調
で
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
や
各
地
の
解

雇
争
議
、
脱
原
発
や
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
阻
止

の
闘
い
等
が
訴
え
ら

れ
、
連
帯
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。
東
京
清
掃
は
、
今
年

も
本
部
・
各
地
連
が
出
店
し
、
ま
つ

り
の
盛
り
上
げ
に
貢
献
し
ま
し
た
。

10
・
28
団
結
ま
つ
り

横一列に東京清掃のブース

東京清掃第８１回定期大会

　

退
職
者
会
を
代
表
し
北
條
会
長

は
、「
東
京
清
掃
が
清
掃
差
別
問
題

と
闘
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

し
た
い
。
管
理
職
が
２
日
や
３
日

の
現
場
経
験
で
清
掃
の
き
つ
さ
を

分
か
っ
た
よ
う
な
顔
を
す
る
こ
と

は
許
せ
な
い
。
我
々
は
仕
事
に
誇

り
を
も
っ
て
闘
っ
て
き
た
。
退
職

者
会
は
東
京
清
掃
の
一
つ
の
支
部

的
存
在
で
あ
る
と
の
思
い
で
闘
っ

て
い
る
。
本
部
か
ら
多
大
な
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
何
ら
か
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
。」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

経
過
と
方
針
の
討
議
に
延
べ

９
名
が
参
加
、
①
車
付
雇
上
対

策
、
②
事
業
執
行
統
一
交
渉
事

項
、
③
組
織
財
政
整
備
方
針
、

④
清
掃
工
場
技
術
係
業
務
の
全

面
委
託
攻
撃
、
⑤
中
防
の
放
射

性
物
質
問
題
、
⑥
現
業
賃
金
改

悪
後
の
新
規
採
用
賃
金
改
善
等

に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
職
場
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
取
組
み
の
強
化

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

北條会長が
連帯の挨拶


